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学 会 発 表

1) 求心路なしや斬された状腿でのサルの錐作路細胞の

活動と条件把握迎軸

弓矢治秀 ･久促田放 l

卯49回日本生理学会大会 (1972)

2) 祝風 神内側核刺鞍に対する ｢遅延ニ1-Pソ｣の

反応について

酒井正樹 ･岩木隆茂 ･久保田放

卯49回日本生理学会大会 (1972)

3) Prefrontalcorticalunitactivityduring delayed

altemation(DA)inmonkeys.

HiroakiNiki

SecondMeetingofSoc.forNeurosciences(1972)

心理研究部門

虫伏杓子 ･井探允子

技野俊夫 ･小的祥三

研 究 概 要

1) 切断脳ザルにおける視覚I付和の伝辺と反応決定日

1)久保田放 (神経生理部門),木曽良治 (京大 ･文).

原一雄 (国際基督教大学 ･心理)との共同研究｡

2)文部技官

窒伏杓子･田口純治2)

耕々の祝党I乃報を乎がかりとした反応時間の測定,時

間まちの反応および迅択行動形成の過程な分析する｡

2) 教化スケも7--ルの検討

班 野 政 夫

比率硫化スケー}一一ル (定比,VL,変動比率スケジ1-

ル)0

3) 動物の記憶のメカニズム

井 探 允 子

1. 主として視覚的短期記班の処理過程な Delayed

MatchingtoSampleTaskにおける遅延時間を関数と

して分析する｡

2.視覚的短期記憶と生理学的背充機桝との対応をみる

ため側971恭 (下部側琉回)との関連を破壊Ej湖 によっ

て確かめる｡

4) サルの自己刺掛こ関する研究

中 的 祥 三

刺激弧皮一反応率,刺政弘政一F{さ,定比率軟化スケ

ジーールの検討｡

5) サルの行動′くクーソの分桝と尺庇化

Sll.伏杓子 ･捕芯純治

動機づけや学田班別に上り,サルの社会的行動バクー

ソな解析する｡

総 出

1) 沃野俊夫 ･室伏杓子 (1972):盟F<現における コミ

iニケーシt,ソ研究の動向.冒語 l:4841492｡

2) 改野俊夫 (1972):特JA ｢心理学におけるイソスト

ルメソテーシすソ｣(心理学評論.Vol.13,No.2,

1970)についての コメソト.心理学評約15:104-

105｡

一論 文

1) Hasegawa,Y.,N.IbukaandS･Iwahara(1973):

Effects of chlordiazepoxide upon suclcessive

red･green discrimination responses in Japanese

monkeys,Macacafu∫caEa.PsJchoJ･harmacotog,'a

lBeTl.]30:89-94.

学 会 発 表

1) ニホソザルにおける硫化スケ･171-ルの枚討 (その

1);Ⅵスケジ1-ル及びメクソアークミソ

班野政夫 ･井搾E3の
日本動物心現学会的32回大公 (1972)

2) ニホソザルにおける硫化スケ.i--ルの枚討 (その

2):FIスケジーール及びメタソフユタミソ
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非探信男 ･改野俊夫

日本動物心理学会第32回大会 (1972)

3) ニホソザル実験群における社会的距離の分析

室伏靖子 ･南雲純治

日本動物心理学会節32回大会 (1972)

4) ニホソザルの継時弁別反応におよはす chlordiazep･

oxideの効果

長谷川康夫 ･井探允子 ･岩原倍九郎

日本心理学会約36回大会 (1972)

5) 中隔河;唱気刺激による誘発行動と自己刺故

小林博次･山中祥男 ･小嶋祥三

日本心理学会約36回大会 (1972)

6) .ypネズミのスキナー箱反応と弁別学習に及ぼす内

側祝拭下部破班の効果

永非洋一郎 ･′川持祥三 ･他

日木動物心理学会約32回大会 (1972)

7) シpネズミの視床下部磁気刺激による誘発行動と自

己刺故の関係

甘原和竹 ･山中祥男 ･小嶋祥三 ･他

日本動物心理学会節32回大会 (1972)

8) ツpネズミの activeavoidanceに及ぼす視床下部陀

仏刺故と破城の効果

山中祥男 ･川口 武 ･小嶋祥三 ･他

日本動物心理学会第32回大会 (1972)

社会研究部門

川村俊蔵 ･河合雅雄

東 泣 ･鈴木 晃

研 究 概 要

1) ニホソザルの分布諭的研究

川村俊戒 ･光 泣

mLr･庇までの研究資料のまとめ,ならびに丹沢山地そ

の他でL:千の新しい調査を行なった.

2) 堅fLLこホソザルの群れ社会の研究

1.坪山の群れな対象に,全個体の識別と個体の生活

史なぶまえて,社会変動に関する研究を行なった｡

また孤 ま, メスの恨位構造に関する研究を行なっ

た○

河合雅雄 ･森 梅代1)

2. ニホソザルのコドその遊びと社会関係

森 松 代

坤F.1Jのinfants,juvenilesを対象に,群れの全個

体のp%別と個体追跡法により,遊びに関する質的,

皿的データを収集した｡年令 ･性 ･血縁関係を3つ

i)教我執艮

の軸として,遊びを通じての発達と社会関係を分析

した｡

3. ポビ> レ - シ ョ ソ 分 布 , お よ び 遊 動 と環 境 要 田 に

関 す る 研 究

戎 泣

下北半島の群れを対象に,功雪地における群れの

分布のあり71-,ポビit/-シ宇ソ動態,退勤の状況

を,主として植生と地形との関連において検討し

た｡

4. 下北半島のニホソザルの社会生態学

31ミ 滋

ニホソザル自然群の遊動 ･食性 ･土地利用を,鍾

息環境の桝造,その季節的変動とサルの生活現象の

年内リズムの両側面からとらえる｡

5. ニホソザルの個体群の維持 ･生活の維持におよは

す森林施業,その他の humanimpactの膨坪

j]i- %

6. 符非県青海の群れにおいて,個体関係を時間軸,

つまり発達と因果関係をふくめて質的及び丘的に把

垣し,社会行動学的な意味を探究した｡

川村俊枕 ･披辺邦夫2)

3) 海外調査に関するもの

1. 77I)カにおける霊長燐の生態学的研死 (特別加

薬による)

鈴 木 兄

昭和47年8月6日から昭和48年6月1日まで,♂

ソザエア,ケニア,ウガソダで,泣艮Wlの生lA3.fi:帆

研究を行なった｡主としてウガソ〆のプドソゴの萩

において,チソバソジーの社会生態学研究 を行な

い,同時に数種の狭舟猿についても同校の研究を行

なった｡

2. 熱Wl降雨林における樹上性望長班の社会生lLP･.,-7:帆

研究

河合雅雄 ･束 泣

ウガソ〆の森林で行なった研究を中心に,森林性

霊長瑞の適応と社会構造について考究した｡

4) 自然保護に関する作業

川村故殺 ･31ミ 泣

岐阜県全域, 鈴施有料道路 (継続), 兵岬爪菜プ)-PJ,

神 剰 H県 班川村において自然保掛 こ関する韮礎調査なら

び に 意 見具申を行なった｡

5) 凸林業に形坪を及ぼす野生獣Wlの管理に関する研究

川村俊放 ･戎滋 ･和泉剛3)･宮木雅=R4)

昨 年に引きつづき,四手非綱英を代裂者とする上記折

2)京大大学院学生

3)研修員

4)研修員
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